
黒部市から指定管理者の指定を受け、吉田科学館の管理運営を行う。

館の設置目的である「青少年の科学教育の場」として、また「市民の科学・文化活動の場」として事業を推進した。

平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日までの事業及び利用状況は、次のとおりである。

事　業　名

●特別展「めざせ！立山黒部ジオパーク」 7,607 人

総観覧者数 15,313 人

●巡回写真展「富山県ナチュラリスト協会写真展」 878 人

●すばらしき朱鷺・動物巡回写真展 1,822 人

●沢田みどり写真展「美の里　黒部　生きもの」 924 人

●魚津地区　理科自由研究・発明くふう参考展 期　間：７月５日～７月６日 574 人

●第９回黒部市少年少女発明くふう展 997 人

共催事業 ●漂着物アートキャラバン 461 人

巡回写真展等 ●第９回黒部市小・中学校児童生徒科学展覧会 766 人

●「自然写真愛好会・美写者」写真展 479 人

●巡回写真展「すばらしい自然を」 1,874 人

●全国ジオパーク紹介コーナー 1,735 人

●パネル展示「北陸新幹線が黒部へ」 1,777 人

●佐伯邦夫写真展「花は咲く」 1,277 人

●巡回写真展「富士フイルムフォトコンテスト」 1,637 人

●巡回写真展「富山県ナチュラリスト協会写真展」３月３１日現在 112 人

総観覧者数 9,414 人

◆一般投映

　春番組 2,264 人

夏番組 「ふるさとにて－田中冬二の愛した黒部－」（自作） 2,558 人

期　間：６月７日～９月７日

秋番組 「３７億５千万年の旅～ジルコンじいさんが語る地球の歴史～」（再投映） 1,149 人

期　間：９月１３日～１１月３０日

冬番組 「夜空のダイヤモンド」（再投映） 753 人

期　間：１２月６日～２月２２日

　春番組 684 人

◆学習投映

小学校４年 「そらみの星空ウオッチング」（自作・再投映）

期　間：６月１１日～７月４日・９月１８日～１１月２８日 771 人

幼児投映 「たなばたのほし」（再投映）

期　間：７月５日～８月３１日 858 人

中学校３年 「地球と宇宙」（再投映）

期　間：１２月９日～２月２０日 377 人

◆立体映像

「天から山から～黒部の水～」、「海の生きもの～不思議ウオッチング～」の立体映像を

プラネタリウムと合わせて投映した。

◆４次元デジタル宇宙ビューワー「Ｍｉｔａｋａ」

最新の宇宙空間を自在に飛び回れるビューワーソフト「Mitaka」を、土日祝日に

プラネタリウムと合わせて投映した。

◆ドーム映像

６月７日～９月７日まで、「ワンピースプラネタリウム」を投映した。

２月２８日～５月３１日まで、「BACK TO THE MOON FOR GOOD」を投映した。

期　間：３月２８日～４月１９日

平成２６年度　黒部市吉田科学館　事業報告

期　間：２月７日～３月２２日

「立山黒部ジオパーク」は、豊富な雪と水が、大地の成り立ち、生態系、人々の生活に大き
くかかわっている。このジオパークの山・川・海の宝物について、分かりやすく紹介した。
※「立山黒部ジオパークは平成26年8月28日に「日本ジオパーク」に認定されました。

自主事業

期　間：１０月１２日～１０月３０日

期　間：１１月１日～１１月３０日

期　間：１１月３日～１１月３０日

期　間：１２月６日～２月１日

期　間：１２月２０日～２月１日

期　間：６月７日～９月７日

期　間：４月１日～６月１日

投映日数：２４０日

「ポケットモンスターＸＹ　宇宙の破片」　（購入）

期　間：２月２８日～５月３１日（３月３１日現在）

内　容
観覧者数及
び参加者数

期　間：４月１日～４月２０日

期　間：４月２７日～５月１０日

期　間：５月１７日～５月３１日

期　間：９月１３日～９月２３日

期　間：９月２６日～１０月２日

期　間：９月２６日～１０月５日

「ワンピースプラネタリウム」　（購入）

プラネタリウムの投映
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事　業　名 内　容
観覧者数及
び参加者数

プラネタリウム祭り ●プラネタリウム祭り（１１月３日）ゲスト：伊藤和明先生・武田康男先生・大西浩次先生 545 人

●天文教室　第３土曜日開催（１３回開催） 467 人

76 人

黒部川から天の川へ　～宇宙へ広がる立山黒部ジオパーク～

天文・宇宙教室 講師：大西浩次先生　天文やジオに関する講演を行った（７月１９日）

普及事業 150 人

黒部峡谷鉄道の事業に協力として参加。欅平で星空解説を行った。

●いくじ灯台まつり 48 人

天候が悪かったので、プロジェクターを使いながら星の解説をした。（１１月２日）

318 人

プラネタリウムの 93 人

多目的利用

（ヒーリングプログラム） 104 人

週末の夜、満天の星空と癒しの音楽に包まれながら、リラックスしたひとときを

過ごしてもらった。

●親子工作教室（２２回開催） 817 人

●幼児工作教室（１回開催） 36 人

●自由工作教室（常時開催） 319 人

●黒部少年少女発明クラブ（１３回開催） 313 人

●村椿小学校科学工作クラブ（７回開催） 90 人

●村椿小学校放課後教室（４回開催） 54 人

●電気に関する工作教室（ブラシマン大会）や、関西電力㈱の講師に迎え、 57 人

「発電・電力・電気に関する実験」を楽しんだ。（８月３日）

●回転のおもしろさ（６３回開催） 期間：４月１日～６月１日 764 人

●空気のふしぎ（１２３回開催） 期間：６月７日～９月７日 2,824 人

●磁石のふしぎ（５５回開催） 471 人

●摩擦のふしぎ（１６４回開催） 期間：１２月６日～２月２２日 426 人

●耐震のふしぎ（３１回開催）　３月３１日現在 期間：２月２８日～５月３１日 340 人

●春の野鳥観察会（４月２７日） 18 人

●川の生き物たちと親しもう（８月１０日） 25 人

●秋の野鳥観察会（１０月１８日） 18 人

●黒部の雪を楽しもう（１月３１日） 24 人

●くろべ牧場雪まつり（２月１５日） 21 人

●恐竜時代の化石を探そう！（４回開催） 413 人

岩石を割って化石を見つけるイベントを開催した。

●黒部川･水のコンサート＆フェスティバル 14 人

黒部川の川原を歩きながら、流れの速さ・水温・性質を調べた。（７月２７日）

●科学館の達人認定者 14 人

妊産婦を対象に星空のもと胎教音楽を聞きながら心安らぐひとときを過ごしてもらった。

●星空トロッコ（３回開催）

●星と音楽の夕べ（３回開催）

音楽と星空や映像を組み合わせた幻想的なコンサートを開催した。

●マタニティプラネタリウム（２回開催）

●リラクゼーションプラネタリウム　第４土曜日開催（７回開催）

●全国同時七夕講演会2014　

期間：１０月１１日～１１月３０日

工作教室

サイエンスショー

自然観察会

特別展関連事業

その他
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